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　　１．　０．Ａ． Davis とA. B. Whinstonは〔1, pp. 1-2〕においてPareto最適条件の一部分
が破られた場合に，経済主体における変数の分離が成立するならばi残りのPareto最適条件は有
効に成立するという重要なSecond Best定理を証明した1'.一般にすべての財につ.いて，消費に
おける限界代替率と生産におけ,る･限界代替率とを均等にすることがPareto最適であ'るとするなら
ば，一部分の財忙ついてこの均等関係が妨げられて，この回復か困難な場合，残りの財貨の配分を
'どのようにすれば効用関数の極大を実現することができるかという問題がSecond Best最適の問
題である．いいかえれぱＰ友re to最適はもはや実現懲きないから，次善の最適を目標としたもので
　　｀　　　　　　　●｀７　．　　　　　１　　　．　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　ｓ　　■　　　　　　●-．●あるトー部分め財について王記の均等関係が成立しない以上，残りの財についてもこの均等関係を
　　　　　　　　　　　　　　ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ａ　　¶　　　　　●●■　・実現しないことが(Second ' Best 最適の立場から)好ましいと主張されている2).これに対して
Davisと･Whinstonの上述の論文は，経済条件に･おける･変数の分離が可能であるならば，残り･の
　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　●　　・　：　　　　　．｀　　　ｒ　　　　ｉ１　１　１　　　　　　　　．　．財についてPareto最適条件が成立することを示したものであって. Second Best最適の問題を取
扱う上から極めて意義が深い．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７　　'
　　ところでDavisとWhinstonは経済主体における変数の分離が可能な場合，残余の財について
Pareto最適条件，すなわち生産における限界代替率と消費における限界代替率との均等関係の成
･立を証明したが，一部の財におけるこの均等関係の不成立はどのようなときに生ずるかｙいいかえ
れぱこの均等関係不成立の十分条件については証明をしていない．私はこの十分条件として，経済
主体における共通変数の存在，すなわち経済主体の変数が分離しないことをあげることかできると
思われる．たとえば独占企業の需要関数には他企業の生産数量が変数としてはいっており，公共財
を使用する消費者にはこの消費に関する変数が共通変数として加えられている．また大気，河川な
どの汚染については，この公害を表わす変数を各消費者に共通の負の変数として消費関数にいれな
けれぱならない等である．このような共通変数の存在が，生産における限界代替率と消費における
限界代替率との均等関係を不成立に導くことを示すことができる.
　2.　DavisとWhinstonの証明〔1. pp, 1-2〕に用いられた表現を利用して証明をおこなう
ことができる.71個の変数をもち微分可数(少くとも２回)な関数を
　　　　　　Ｆ(洋1,…,ら)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)
とする．これにたいし同様の変数を有する変換関数を
　　　　　　G(x,,…,ち)＝O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2)
とおくことにしよう．この関数も(1)と同じぐ少くとも２回微分可能であるとする. (2)の条件のも
とに(1)の極大を求めるならば，必要条件として　　　　　　　　　　　　　　　：
1）
2）
根岸　隆，〔3, p. 315〕
Samuelson〔4, pp. 247―8〕.
熊谷尚夫，〔2> p. 248〕.
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G-=l,….n) (3)
がえられる．これがPareto最適の条件である．これからラグランジュの乗数２を除くならば(3)
は
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いま財１と財7zを固定し，この２財に関してPareto最適条件の不成立を意味する
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　　　　　_　_９Ｘｎ　　　　　∂恥
を導入してSecond Best 最適の問題を考察することにしよう. (4)が財77と他財とについて生産
における限界代替率と消費における限界代替率の均等関係を示すものであるに対して, (5)は財１
と財71とに関してこの均等関係の不成立を示している．制約条件(2)のほかに新らたに(5)が制
約条件として加わった(1)の最大条件は. DavisとWhistonの証明によると，関数(1). (2)の分
離可能を仮定するならば1'(ただし変数ｚ1。2;．に関する関数の分離可能は仮定する必要はない2゛)
(3)はi = l,…,n-iについて依然として成立する3). i = [ nについては(3)は成立せず(5)がこ
れに代わって成立する．これは当然である.
　Second Best 最適の問題は上述のようにPareto最適条件が成立しているとき，新らたに(5)の
ようなこの条件を破壊する条件を導入することによって成立することもある．他方において(5)の
ような条件を発生させる要因を関数(1), (2)がはじめから含んでいることも考えられる．本論文は
この後者の場合についてPareto最適条件を破る条件(5)を成立させる十分条件などを(1), (2)の
うちに求めようとするものである．考察の対象を変数ｚlともに限定し，関数(1)を(2)の条件
のもとに極大にする条件は(必要条件は)次のようになる．関数(1)･を
　　　　Ｆ（ｚｌ，ヱ。）
とおき. (2)を
　　　　GCXi, Xn~)= 0
とおけば, (7)のもとに（6）を極大にする条件は
器、器。
(6)
け）
(i = [,n) (8)
によって与えられる丿8）を否定するものか（5）であるとすると次のpropositionがえられる．
1）
2）
関数fUu･･･,ろ,)か分離可能とは／がMxi)十…十八(ｚ。)にかきかえられる場合をいう。
これは変数ｚl，ろ，に関する関数か分離可能でないとは関数Ｆ，Ｇについて-j!ぐ
≒ｏか成立することである
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3) Davis and Whinston, 〔1. pp. 1-2〕
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　Proposition 1.　関数(6), (7)が分離するとき(8)がえられるならば, (5)が成立するときには，
関数(6), (7)は非分離である．
　以上は変数が２個のときの(5)が成立するための必要条件をあたえる．
　次に３個の変数を考え, Xi, X2, X^をとることにする．この３個の変数についてＦ(ヱ1,ヱ2,ら)
もＧ(ｚl，ヱ2，ら)も分離してぃれば
　　　　　F =/i(^i)十五(ｚ2)十九(ら)　　　　　　　　　　　　　　　　　{9}
　　　　　Ｇ＝g1口1)十g2μ2)＋６(ら)＝O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QO)
と表現することができる．故に(10)の制約条件で(9)の極大を求めると
　　　　　首－λぷly＝O　　　　　{i=＼,l,n)　　旧)
が成立する．いまヱ1とらの関数が非分離で，jz]2の関数が分離してぃるとすると，Ｆはたとえば
　　　　　Ｆ＝石り'1) ･^n)十y2(ｚ2)十几(ら)　　　　　　　　　　　　　　　　ｕ
のように表現される．関数Ｇは(10)のまゝであると仮定すると，旧の制約のもとにc12》の極大
条件は
＋ ＝0
??
?
?＝?
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となる．共通変数はらであって＼xOIと㈲とは条件圈を成立させる．また叫と㈲とは分離
しているが（5）が成立する.（13）とtt5)は（3）の条件を成立させるであろう．従って（5）を成立さ
せるための十分条件として
　Proposition 2.　関数Ｆを分離するとき非分離な関数の間に条件（5〉が成立する．また分離して
いる関数間でも，他の関数との共通変数が存在して共通変数が変化するとき条件（5）がなりたつ.2）
以上の稲果は関数ＦまたはＧのいづれかに成立すれば（5）の条件が成立するためには十分であ
る．
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1)関数(6),剛が分離しているときPareto条件(8) ti成立することは明らかである．すなわち(6)を
　Ｆ＝ｿ■lUi)十几(ら)，(7)をＧ＝ｇｌＧＩ)十＆(ら)とすると. (7)のもとに(6)を極大にする必要条件は
　　誤－λ寧゛＝:o　　G = l,≪)
　　∂エｔ　　∂jz79
2)上例では㈲と旧が(5)を成立させる．
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